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資料１ 理科学習指導案（１） 
授業者 武井 文香・中村 望・森田 遥（学生） 

指導者 平野大二郎（横浜市立能見台小学校），和田一郎（横浜国立大学） 
プログラミング支援 末廣章介，樋口裕子（株式会社 DeNA） 

 
1.日時・場所 平成 29年 1月 24日（火） 3，４校時 

 横浜市立能見台小学校 第 4学年 2組教室（授業後の講評会：昼休み） 
2.学年・組 第 4学年 2組 29名 
3.単元名 「金属のあたたまり方を調べよう」 
4.単元目標 
 金属のあたたまり方に興味をもち、自分の予想をもって追究する活動を通して、金属は熱した

部分から順に温まっていくことや、熱源から遠ざかるほど温まりにくくなることを理解する。 
5. 指導計画（6時間扱い） 
第 1次 金属のあたたまり方を予想しよう 本時 1,2/6時間目 
第 2次 金属のあたたまり方を調べよう 
第 3次 金属のあたたまり方をまとめよう 

6.本時の目標（1,2/6時間目） 
 金属のあたたまり方について図やプログラミングを用いて表現し、議論する活動を通して生活

経験や微視的な視点から根拠を見出し、自分の予想をもつ。 
7.本時の展開（1/6時間目） 

 評価規準 
(観点/評価法) 

主な学習活動 
◎発問 ・予想される児童の反応 

教師の支援 

導入 
(7分) 

 写真を見て、ストーブの熱によって温められ

ているものを考える。 
 
 
Ｃ:部屋の空気を温めてるんじゃない？ 
Ｃ:お湯も温めてるよ。 
Ｃ:お湯が入ってるやかんも温まってるんじ
ゃない？ 
Ｔ:そうだね。今出たのは、空気、水、やかん
…やかんは何でできているのかな？ 
Ｃ:金属！ 
Ｔ:その通り。この写真ではストーブは金属、
水、空気を温めているね。それぞれどんな風

に温まっていくのかな？ 
Ｔ:今日はまず金属の温まり方について、や

 
 
 
 
火が見えるストーブの

上にやかんが乗ってい

る写真をテレビで見せ、

イメージを共有しやす

くする。 
 
 
 
 
 
 

ストーブの火が温めているものは何だろう？ 
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かんは形が複雑だから、金属の板を使って考

えてみよう。 
 
 
 
 
 
実験で使う金属板を実

際に見せて、イメージし

やすくする。 
展開 
(38分) 

 
 
自分の予想

を絵や言葉

で表現しよ

うとしてい

る。〈関心・意

欲・態度〉 
→ワークシ

ートや話し

合いの取り

組みの様子 
 

 
 
自分の予想をワークシートに図示する。 
 
 
 
 
 
 
 
数名が描いた絵を見て、全体の予想が大きく

3,4グループに分かれることを確認する。 
 
 
席移動をして①②③それぞれグループを作

る。 
❶どのような考えか、プログラミングでどの

ような動きを作るか、画用紙に絵を描きなが

ら話し合う。（10分） 
❷プログラミングを作成する。（15分） 
 
〈児童の考え〉 
①円形パターン 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
図をかけていない児童

にはイメージを短い言

葉で説明させ、どのよう

に図示できるか一緒に

考える。 
「熱くん」などのキャラ

クターで表している児

童にはどんな形になる

かも考えるよう伝える。 
 
考えの違いが視覚的に

分かりやすいよう、数名

の絵をタブレットで撮

影し、テレビに映す。 
 
教室の四隅を使って児

童を集め、迷っている児

童に声をかけるなどし

て席移動に時間がかか

り過ぎないようにする。 
 
「熱くん」などのキャラ

クターを用いて表現し

ている児童はグループ

を分ける。 
 
 
 

 

金ぞくのあたたまり方を予想しよう 

前時までの熱膨張の考えを持ち出し

て、金属板自体の変形を考えている児

童が数名いた。→あたたまり方に着目
するよう個別に伝えた。 

 

写真に写っているものを問

うような簡単な質問・発問

では、クラスの大半の児童

が手を挙げていた。 
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かんは形が複雑だから、金属の板を使って考

えてみよう。 
 
 
 
 
 
実験で使う金属板を実

際に見せて、イメージし

やすくする。 
展開 
(38分) 

 
 
自分の予想

を絵や言葉

で表現しよ

うとしてい

る。〈関心・意

欲・態度〉 
→ワークシ

ートや話し

合いの取り

組みの様子 
 

 
 
自分の予想をワークシートに図示する。 
 
 
 
 
 
 
 
数名が描いた絵を見て、全体の予想が大きく

3,4グループに分かれることを確認する。 
 
 
席移動をして①②③それぞれグループを作

る。 
❶どのような考えか、プログラミングでどの

ような動きを作るか、画用紙に絵を描きなが

ら話し合う。（10分） 
❷プログラミングを作成する。（15分） 
 
〈児童の考え〉 
①円形パターン 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
図をかけていない児童

にはイメージを短い言

葉で説明させ、どのよう

に図示できるか一緒に

考える。 
「熱くん」などのキャラ

クターで表している児

童にはどんな形になる

かも考えるよう伝える。 
 
考えの違いが視覚的に

分かりやすいよう、数名

の絵をタブレットで撮

影し、テレビに映す。 
 
教室の四隅を使って児

童を集め、迷っている児

童に声をかけるなどし

て席移動に時間がかか

り過ぎないようにする。 
 
「熱くん」などのキャラ

クターを用いて表現し

ている児童はグループ

を分ける。 
 
 
 

 

金ぞくのあたたまり方を予想しよう 

前時までの熱膨張の考えを持ち出し

て、金属板自体の変形を考えている児

童が数名いた。→あたたまり方に着目
するよう個別に伝えた。 

 

写真に写っているものを問

うような簡単な質問・発問

では、クラスの大半の児童

が手を挙げていた。 
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 本時の展開（2/6時間目） 
 評価規準 

(観点/評価法) 
主な学習活動 

◎発問 ・予想される児童の反応 
教師の支援 

展開 
(25分) 

 班ごとにプログラミング製作の続きを

行う。 
誰が発表するか、自分たちの考えをど

のように友達に説明するか話し合う。 
 
それぞれの班の予想を代表者が説明す

る中で、各班の考えにどのような共通

点や相違点があるか考える。 
 
〈児童の考え〉 
Ｃ:決まった形で温まるのとそうでない
ので、①②と③④は意見が分かれてい

る。 
Ｃ:③はランダムに温まっていくけど、
④は熱が足りないところを助けるよう

に広がるので少し違う。 
Ｃ:中心から熱が広がって端まで届くと
いうのは、①～④すべて一緒の考え。 
 

生活経験や微視的な視点と

結び付けて説明している児

童がいればそれを価値づ

け、全体で共有する。 
 
各班の画用紙を黒板に貼

り、根拠となるキーワード

を板書することで、その後

の議論で意見の違いを分か

りやすくする。 
 
 
 
 
 
 
 
 

②四角パターン 
 
 
 
 

③自由パターン 

 

 

          熱くん 

 

④枝分かれパターン 
  

 

 

 
 

机間指導でプログラミ

ングの表現方法に困っ

ている班があれば、手助

けをする。 
 
 
 
プログラミングで表現

しきれない部分は言葉

の説明を加えてもいい

と伝える。また、プログ

ラミングは完成するこ

とではなく、予想を明確

にして見通しをもつこ

とを意識させる。 
 

 

①② の考えも含め、
クラスの約 1/3 の児
童が熱くんというキ

ャラクターを用いて

表現していた。 

 

プログラミングを用

いたことで、温まり

のスタートとゴール

や、途中の熱の動き

などに着目した発言

が見られた。 
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まとめ 
(20分) 

 
 
 
金属の温まり

方について、

自分なりの根

拠をもって予

想を立てるこ

とができてい

る。〈科学的な

思考・表現〉→

話し合いの様

子、自分の予

想の意思表明

（挙手） 

それぞれの予想について議論を行う中

で、自分なりに根拠をもった予想をた

てる。 
 
〈児童の考え〉 
Ｃ:各方向の矢印だけだと足りないか
ら、中間は枝分かれして全体が温まる

んだと思う。 
Ｃ:金属板が四角だから、熱が四隅に届
くためには四角く広がるんじゃない？ 
Ｃ:でも四角だと斜めの方向に進む距離
が長くなって平等じゃないから、円形

だと思う。 
Ｃ:火が当たったところに火の通り道が
できて、そこに熱が入り込んで温まる

と思う。 
 
全体でそれぞれの予想の共通点、相違

点を確認した後、最終的な自分の予想

はどれに近いか挙手で表明する。 
 
 
 
 
 

議論の中で、友達の説明と

の比較や関連付けをしてい

る児童がいれば、価値づけ

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
児童全員が自分の予想をも

てているか確認し、手を挙

げていない児童には個別に

話を聞く（または全体で聞

く）。 
 

 

 

プログラミングによ

ってイメージ共有を

丁寧に行ったことで、

「他の班で似ている

のは…」「もし四角だ

った場合…」など、友

達の意見と関連付け

た発言が多く見られ

た。 

 
最初の予想から変更した児童は

2,3 名で、いずれも円形パターン
への変更だった。 
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まとめ 
(20分) 

 
 
 
金属の温まり

方について、

自分なりの根

拠をもって予

想を立てるこ

とができてい

る。〈科学的な

思考・表現〉→

話し合いの様

子、自分の予

想の意思表明

（挙手） 

それぞれの予想について議論を行う中

で、自分なりに根拠をもった予想をた

てる。 
 
〈児童の考え〉 
Ｃ:各方向の矢印だけだと足りないか
ら、中間は枝分かれして全体が温まる

んだと思う。 
Ｃ:金属板が四角だから、熱が四隅に届
くためには四角く広がるんじゃない？ 
Ｃ:でも四角だと斜めの方向に進む距離
が長くなって平等じゃないから、円形

だと思う。 
Ｃ:火が当たったところに火の通り道が
できて、そこに熱が入り込んで温まる

と思う。 
 
全体でそれぞれの予想の共通点、相違

点を確認した後、最終的な自分の予想

はどれに近いか挙手で表明する。 
 
 
 
 
 

議論の中で、友達の説明と

の比較や関連付けをしてい

る児童がいれば、価値づけ

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
児童全員が自分の予想をも

てているか確認し、手を挙

げていない児童には個別に

話を聞く（または全体で聞

く）。 
 

 

 

プログラミングによ

ってイメージ共有を

丁寧に行ったことで、

「他の班で似ている

のは…」「もし四角だ

った場合…」など、友

達の意見と関連付け

た発言が多く見られ

た。 

 
最初の予想から変更した児童は

2,3 名で、いずれも円形パターン
への変更だった。 
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資料２ 理科学習指導案（２） 
              
授業者 寺島 真璃奈，上島 育美，荒井 英，山西 康介（学生） 
指導者 平野 大二郎（能見台小学校），和田 一郎（横浜国立大学） 
    森本 信也（横浜国立大学） 
プログラミング支援 末廣章介，樋口裕子（株式会社 DeNA） 
 

1．日時・場所 平成 29年 1月 31日 （火）3，４校時   
横浜市立能見台小学校 第 4学年 2組教室（授業後の講評会：昼休み） 

2．学年・組 4年 2組   
3．単元名 「金属の温まり方を調べよう」 
4．単元目標 
金属の温まり方に興味をもち、自分の予想をもって追及する活動を通して、金属は熱した部分

から順に温まっていくことや、熱源から遠ざかるほど温まりにくくなることを理解する。 
5．指導計画 （6時間扱い） 
第1次 金属の温まり方を予想しよう （２時間） 
第2次 金属の温まり方を調べよう  （１時間) 
第3次 金属のあたたまり方をまとめよう（３時間） 

6．本時の目標 （4,5/6時間目） 
実験前の予想で考えた自分のモデルと実験結果を比較し検証することで、金属を熱したとき

の熱が伝わる様子について自分なりに考えをもつ。 
７．本時の展開 
時間 学習活動 教師による支援 
導入 
5分 
 
 
展開 1 
40分 
 
 
 
 
 
 
 
 

●学習課題の確認 
 
 
 
●実験結果の整理・共有をする 
➡班ごとに確認する 
 ・銅板を熱は丸い形で（同心円状） 
  に伝わっていった。 
 ・熱しているところから近い方が先 
  温度が高くなった 
 
 
 
●7 グループ分のプログラミングを

前回の実験で自分たちがなにを調べたのか確

認する。 
 
 
 
 

 

 

 

←形だけでなく熱の伝わる速さについても考

えていることを価値づける 
机間巡視をして代表者をきめて黒板にかかせ

る 
 

金属を熱したときどのようなあたたまり方をしたか？ 
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展開２ 
20分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
まとめ 
5分 

みて４つの予想の考え方を確認す

る。 
●予想と結果の比較をする 
・ろうが四角い形で溶けると予想し

ていたが、丸く溶けた。 
・同じスピードで温まると考えてい

たが、溶けるスピードが遅くなってい

った 
 
●実験結果のようなろうのとけ方に

なった理由を考える。 
①なぜ丸い形（決まった形）にあたた

まるのか 

・アルコールランプからの同じ距離

になるから 

 

●実験動画を見て実験結果を確認す

る。 

②なぜあたたまり方がだんだん遅く

なるのか 

●班ごとに温まり方がだんだん遅く

なっていった理由をプログラミン

グによって表現する。 

・火の近くは「熱君」が元気だから 

・火から遠いと温度が上がらない 

・熱君のパワー（エネルギー）がなく

なっていく 
・遠いところに熱君は届きにくい 
●班ごとに作成したプログラミンを

共有する。 
 
 
●次回金属のあたたまり方について

まとめることを把握する。 

1度それぞれの考え方を説明させる 
 
 
 
個人で考える時間、班ごとに考える時間をこど

もたちの様子を見て判断する。 
 
 
 
 
友達の考えと自分の意見がどのように関連づ

くのかわかるよう教師が整理する 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
まだプログラミングが完成していなくてもよ

いので自分たちがかんがえたこととプログラ

ミングを今後どのように作り完成させていく

予定なのかをきく。 

プログラミングの際には，

DeNA のスタッフに適宜，支援
をいただく。 
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展開２ 
20分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
まとめ 
5分 

みて４つの予想の考え方を確認す

る。 
●予想と結果の比較をする 
・ろうが四角い形で溶けると予想し

ていたが、丸く溶けた。 
・同じスピードで温まると考えてい

たが、溶けるスピードが遅くなってい

った 
 
●実験結果のようなろうのとけ方に

なった理由を考える。 
①なぜ丸い形（決まった形）にあたた

まるのか 

・アルコールランプからの同じ距離

になるから 

 

●実験動画を見て実験結果を確認す

る。 

②なぜあたたまり方がだんだん遅く

なるのか 

●班ごとに温まり方がだんだん遅く

なっていった理由をプログラミン

グによって表現する。 

・火の近くは「熱君」が元気だから 

・火から遠いと温度が上がらない 

・熱君のパワー（エネルギー）がなく

なっていく 
・遠いところに熱君は届きにくい 
●班ごとに作成したプログラミンを

共有する。 
 
 
●次回金属のあたたまり方について

まとめることを把握する。 

1度それぞれの考え方を説明させる 
 
 
 
個人で考える時間、班ごとに考える時間をこど

もたちの様子を見て判断する。 
 
 
 
 
友達の考えと自分の意見がどのように関連づ

くのかわかるよう教師が整理する 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
まだプログラミングが完成していなくてもよ

いので自分たちがかんがえたこととプログラ

ミングを今後どのように作り完成させていく

予定なのかをきく。 

プログラミングの際には，

DeNA のスタッフに適宜，支援
をいただく。 
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